
　
令
和
５
年
２
月
11
日
、
下
関
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
き
ま
し
て
「
建
国
記
念
の
日
奉

祝
市
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
奉
祝
記
念
講
演
は
、
私
た
ち
日
本
人
が

世
界
で
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
講
師
は
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
氏
。
現
在
は
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
名
誉
会
長
、
ア

ジ
ア
自
由
民
主
連
帯
協
議
会
副
会
長
、
ウ
イ
グ
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
と
い
っ
た
重
責

を
担
い
つ
つ
、
祖
国
ウ
イ
グ
ル
を
一
日
で
も
早
く
復
国
す
る
為
に
「
力
を
尽
く
す
事
を
使

命
」
と
の
思
い
で
、
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
氏
や
家
族
は
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
帰
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
に
上
新
地
町
に
あ
り
ま
す
桜
山
神
社
の
桜
山
会
館
で
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た

御
縁
で
、
今
に
至
る
ま
で
お
付
き
合
い
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
普
段
の
氏
は
冗
談
が
好
き

で
、
周
り
に
い
る
者
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
祖
国
ウ
イ
グ
ル
の
話
に
な
る
と
、

悲
し
く
も
厳
し
い
目
に
な
る
の
が
印
象
的
で
す
。
こ
の
度
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
建
国

記
念
の
日
に
考
え
る
国
家
の
危
機
」
と
題
し
て
、
氏
の
祖
国
ウ
イ
グ
ル
の
現
状
と
、
日
本
・

日
本
人
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
時
折
目
に
す
る
ウ
イ
グ
ル
と
い
う
国
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

す
か
？
正
式
に
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
言
い
ま
す
が
、
世
間
一
般
的
に
は
「
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
21
世
紀
の
現
代
に
於
い
て
数
十
万
人
、
数
百
万
人
の

方
々
が
、
中
国
政
府
に
よ
る
虐
待
、
虐
殺
が
現
在
進
行
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
民
族
弾

圧
で
す
。
氏
は
祖
国
に
戻
れ
ば
即
逮
捕
さ
れ
、
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
親

や
兄
弟
、
親
戚
、
友
人
に
簡
単
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
下
関
の
皆
さ
ん
に
も
ウ
イ

グ
ル
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
来
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
24
時

間
大
音
量
で
音
楽
が
流
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
寝
る
こ
と
も
自
由
に
で
き
な
い
環
境
。
女
性
は

強
制
的
に
不
妊
手
術
を
さ
れ
、
自
由
に
子
供
を
産
む
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
現
状
。
私
た
ち

日
本
人
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
現
在
進
行
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
司
法
の
場
で
も
強
く
非
難
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
は
認
め
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
人
権
侵
害
の
「
事
実
」
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
で
、
イ
リ
ハ
ム
氏
は
会
場
に
い
る
皆
さ

ん
に
、
時
に
は
厳
し
い
言
葉
で
訴
え
掛
け
ま
し
た
。
私
た

ち
日
本
人
も
、
他
の
国
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
無
関
心
に

な
る
の
で
は
な
く
、
目
を
向
け
、
理
解
を
示
す
の
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
２
月
11
日
の
建
国
記
念
の
日
を
祝
い
、

あ
る
か
ぽ
ー
と
親
水
広
場
か
ら
海
峡
ゆ
め

広
場
ま
で
、
奉
祝
市
民
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、市
民
の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
は
、
下
関
市
連
合
自
治
会
、

連
合
婦
人
会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
あ
る
か
ぽ
ー
と
親
水
広
場
、

上
新
地
町
の
厳
島
神
社
、
彦
島
江
の
浦
町
の

彦
島
公
園
の
三
か
所
か
ら
午
後
１
時
に
出
発

し
、
海
峡
ゆ
め
広
場
ま
で
を
行
進
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
以
来
３
年
ぶ
り
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
、
風
も

な
く
、
比
較
的
暖
か
い
絶
好
の
日
を
迎
え
、
親
水
広
場
に

約
２
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
は
じ
め
下
関
市
長
の
挨
拶
の
後
、
パ
レ
ー

ド
本
体
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
先
頭
に
、
日
の
丸
の
旗

や
小
旗
を
持
っ
た
参
加
者
は
約
２
キ
ロ
先
の
目
的
地
で
あ

る
海
峡
ゆ
め
広
場
ま
で
を
楽
し
く
元
気
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

　
い
つ
も
な
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
生
の
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
、
足
取
り
も
軽
く
行
進
し
ま
す
が
、
先
導
車
か
ら
流
れ

る
音
楽
に
合
わ
せ
、
途
中
の
風
景
と
か
様
々
な
様
子
を
楽

し
み
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
進
み
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
２
時
か
ら
下
関
市
民
会
館
で
は
、
奉
祝
市
民

大
会
が
開
催
さ
れ
、
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム
テ
ィ
氏
（
日
本

ウ
イ
グ
ル
協
会
初
代
会
長
）
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
市
民
対
象
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
、

普
段
歩
く
機
会
の
少
な
い
人
々
に
は
、
健
康
の
維
持
増
進

に
役
立
ち
ま
す
し
、
日
本
と
い
う
国
の
成
り
立
ち
な
ど
を
、

親
子
で
語
り
合
う
日
と
し
て
過
ご
す
こ
と
も
い
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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